
珠算能力検定 1級満点合格おめでとう！

Countspace（カウントスペース）

大東 史和 （おおひがし ふみと）さん

第 221回珠算能力検定（2021年 2月 14日施行）において、1級を満点で

合格しました。川崎珠算協会会員の教場では 16年ぶりとなります。

おめでとうございます。

第 221回珠算能力検定 全国データ

申込者数 9,057名（実受験者数 8,036名）

合格者数 3,072名（うち満点合格 23名）合格率 38.2%

生徒＆保護者インタビュー

生徒インタビュー

Q：満点合格の感想を教えてください。

A：自信はなかったけど、満点がとれて良かったです。

Q：普段の練習方法/時間を教えてください。

A：塾では２時間ほど普段の練習をしています。自宅では試験の数日前に少し練習する程度です。

先生が読み上げてくれる読上暗算が好きな練習です。

Q：今後の目標を教えてください。

A：日本一を取ってみたいです。

保護者インタビュー

Q：満点合格の感想を教えてください。

A：素直にムチャクチャ嬉しいです。

Q：そろばん学習に対して、ご家庭で日頃取り組んでいることがあれば教えてください。

A：特に家で練習はしていなくて、塾に楽しそうに行っている。上の兄弟も塾に通っていて、嫌がっていた

時もあったが、（史和さんは）そろばんの相性が良かったのか、進んで取り組んでいます。

Q：そろばんを習うきっかけを教えてください。

A：兄が通っていたのもあり、年中（5歳）から習い始めました。計算が強いと色々な分野で役に立つと思

いました。

Q：そろばん学習についてのご見解をお聞かせください。

A：純粋に計算に強くなりました。他には集中力が身についていると感じます。本を読むことが好きで、読

みだすと夢中で集中して読んでいます。算数だけでなく他教科も成績は良いです。

Q：他に何か習い事をされていますか？

A：以前は他に書道、スイミングを習っていましたが、転勤を機にそろばんだけは続けています。

Q：その他ご感想ございましたらお聞かせください。

A：（史和さんは）そろばんを本当に楽しんでいます。

何事も楽しむ事が上達の近道だと感じさせられました。保護者様がお子様の楽しみをサポートしておられる事

を強く感じるインタビューとなりました。貴重なご感想、ありがとうございました。（川崎珠算協会広報部）

史和さんとお父様


